
「アバター県おおいた」に向けた
社会実装の取組

【問合せ先】
大分県商工観光労働部先端技術挑戦課

〒870-8501 大分県大分市大手町3-1-1 大分県庁本館７階
TEL 097-506-2892 E-mail   a14290@pref.oita.lg.jp



アバター（AVATAR）とは

利用者 アバター

意識、技能、存在感の
瞬間移動

リアルタイムでコミュニケー
ションおよび作業

現在地 遠隔地

グローブ
（触覚）

〇遠隔地に置かれたロボットに意識、技能、存在感を瞬間移動リアルタイムでコミュニケーションや作業が可能
〇自分の分身のように「見て(視覚)」「聞いて(聴覚)」「触る(触覚)」ことのできる技術
〇センサー、低遅延の通信、力触覚の伝達等、先端技術を複合的に活用

ヘッドマウント
ディスプレイ
（視覚）

イヤホン
（聴覚）
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取組の背景 ANAアバタービジョンへの参画
ANAグループと連携し先端技術「アバター」による地域課題解決、新産業創出に挑戦！

【大分県が目指すもの】

○ＡＮＡホールディングス株式会社（ＡＮＡ）では、米国のＸＰＲＩＺＥ財団（※）と提携し、アバター技術を対象とした
賞金レース「ANA AVATAR XPRIZE」を実施中。

〇2018年、アバターの基礎技術を集約・発展させ、人々を繋ぎ、世界をより良くすることを目指す「ANA AVATAR VISION」
を新規事業として始動。ロボットを通して遠く離れた人とのコミュニケーションや遠隔作業を行うことのできるアバター技術は、
宇宙や海底への進出といった人類の夢の実現から、遠隔医療や旅行体験といった比較的身近なニーズの実現まで、様々な
可能性を秘める。

○大分県では、距離という壁を取り払うアバター技術が、本県の地域課題の解決や新たな産業振興にも活用し得るのではない
かと考え、実証フィールドの提供等で同ビジョンに積極的に協力している。

※ XPRIZE財団：米国の非営利団体。人類に
利益を与える技術の開発を促進し、世界が直面す
る課題の解決を目的とした賞金レース ”XPRIZE”
を運営。ANAは同財団のコンペティションに挑戦し、
最優秀賞を獲得。
「ANA AVATAR X PRIZE」の開催に至る。

ANA AVATAR ビジョン＆サービスコンセプト発表イベント
日 時 2018年3月29日（木）13:00～16:00
場 所 羽田空港第2旅客ターミナル出発ロビー南ウィング

※県庁知事室から遠隔あいさつを行う広瀬知事（右写真）
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【アバターの活用可能性について】

新たな産業創出
地場企業によるサービス開発、ロボット製造など新産業創出

地域の課題解決
教育、福祉等、様々な分野における利活用、社会実装の推進



ヘルスケア・見守り領域におけるアバターの活用



観光分野におけるアバターの活用



教育分野でのアバター活用
民間のアバター活用実証

理科（月と太陽（発展）） 美術、図画工作 工場見学（遠隔）

防災教育 キャリア教育 コロナ禍のくふう

・教育庁関係各課と連携し、公立学校における授業でのアバター活用を進めている。
・R3年度は県内２０校（小中高）における授業を実施

JAXA種子島宇宙センター 東京国立博物館

いのちをつなぐ未来館 太陽ミュージアム

カップヌードルミュージアム

ホテル&リゾーツ別府湾
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コロナ禍におけるアバターの活用と地域振興の取組



県内企業向けの勉強会、「大分県アバター産業創出塾」

・アバター関連企業による勉強会 ・交流会
・実機による体験会 ・アイデアソンやハッカソン

製造業、IT関係、サービス業まで幅広い業種の
県内企業が参加

◇アバター製品・ソフトウェア開発等に意欲のある企業
◇アバター製品を用いた独自サービスの提供や保守サービス

に意欲ある企業
◇自社施設でのアバター活用に取り組みたい企業・団体

活動内容

大分県アバター産業創出塾（2020.7.23創設）

１ 県外のアバター関連技術を有する企業が講師となり、
最新技術の情報提供やアバターの操作体験を提供

２ アバター部品製造、アプリ開発、サービス開発などの
チャレンジを応援

３ アバター関連企業と県内企業のマッチングを支援する

〇2018年から各種の実証実験や教育分野での活用等に取り組んできた「アバター」について、本県
における近未来の経済を牽引する新たな産業へと昇華させていくことを目指し、アバター関連サービス
の創出やビジネス活用等を目指す県内企業主体の勉強会「大分県アバター産業創出塾」を創設

活動内容

塾のミッション

R2年度参加企業数：２９社

新たな産業創出

企画・運営：（公財）大分県産業創造機構（大分県委託）
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テーマ：アバター未来図
講 師：avatarin株式会社

代表取締役CEO 深堀氏

・アバターの普及動向、アバターが解決す
る社会課題、拓く未来等についての講
演、体験

第１回（7/22） 第２回（8/21）

アバター
「newme」

テーマ：アプリ開発ワークショップ
講 師：株式会社hapi-robo st

取締役 土居氏

・パーソナルロボット「temi」で、現場の課
題を解決するアプリを考える講演、体験

テーマ：最新テクノロジー事情
講 師：アスラテック株式会社

ロボットコンサルタント 水口氏

・ロボット制御OS、力触覚の伝達等、
最先端のアバターロボット技術を体験

パーソナルロボット
「temi」

テーマ：現場にアバターを
講 師：MiraRobotics（株）

松井代表、羽田COO

・アバターロボットの技術動向や、サービ
ス現場でのロボット実装事例についての
講義、操作体験

第３回（9/3）

第４回（10/5） 第５回（12/22） 第６回（1/26）

テーマ：アプリ開発ワークショップ
講 師：hapi-robo st 土居氏
発 表：IoZ 吉田氏、大の葬祭 川野氏

・県内企業による「temi」を活用したビジ
ネスアイデアの発表、参加者による意見
交換。

テーマ：アバター操作体験会
内 容：複数のアバター（newme、
ugo、temi）の操作体験会。
第1～4回講師からの動画メッセージの
放映、県からの施策紹介。おんせん県
モノづくりチャレンジフォーラム内にて開催
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県内企業向けの勉強会、「大分県アバター産業創出塾」
新たな産業創出



大分県でのアバターロボット「newme」の量産開始
大分県由布市の株式会社デンケンにおいて、avatarin（株）のアバターロボット「newme」の量
産を開始。これまでの大分県での実証実験や取組をきっかけとし、大分県地場企業の技術力が
認められ、量産に至ったもの （令和３年７月１５日 リリース・７月１９日知事報告）

新たな産業創出
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仕様 本体重量 約15kg

寸法 高さ 3段階調整可能（100cm 130cm 150cm）

寸法 ベース 35cm×44cm（横×奥行）

ヘッド部 ディスプレイ 10.1インチタッチパネルディスプレイ

カメラ ステレオカメラ（2K） / フットカメラ（2K） / ズーム用カメラ（4K）

音声 指向性マイク・スピーカー3.6W

首振り機能 上下（+60°/-40°）

入力ポート イヤホンジャック、USB Type-C充電ポート

CPU 6-core 64-bit

GPU 21TFLOPS

ベース部 走行速度 低速歩行程度

安全装置 前後に衝突・落下防止センサー搭載

足回り バリアフリー環境（傾斜角度5度まで坂道走行可能）に対応

その他 電源 リチウムイオン電池/フル充電：3時間、80％充電：2時間

稼働時間 約6時間

通信 Wi-Fi5対応（2.4GHz,5GHzデュアルバンド）

LTE-A対応

Bluetooth 4.2 class 2 ※近日対応予定



アバター普及に向けた今後の課題
今後の課題

10

○適切なアバターの選定

○実証から実用化への移行
→いちど使ってみただけで終わらせない工夫や

マネタイズに向けた具体的なビジネスプランの立案

○通信環境の確保
→アバター側、PC（操作者）側 双方に安定した

高速通信環境（ダウン側/アップ側とも）が必要
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ご清聴ありがとうございました


